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質　

疑

◆
議
案
第
８
号　

龍
ケ
崎
市

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て議
員　

課
税
限
度
額
の
引
き

上
げ
に
よ
り
影
響
を
受
け
る

世
帯
数
と
、
保
険
税
の
影
響

額
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
部
長　

平

成
29
年
度
の
本
算
定
時
点
で

の
デ
ー
タ
を
も
と
に
積
算
し

た
数
値
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
１
万
２
７
０
７
世
帯

の
う
ち
約
０
・
94
％
に
当

た
る
１
１
９
世
帯
が
影
響

を
受
け
、
そ
の
影
響
額
は

５
２
６
万
１
３
０
０
円
の
増

額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

議
員　

軽
減
判
定
所
得
の
基

準
額
引
き
上
げ
に
よ
り
、
軽

減
拡
大
の
影
響
を
受
け
る
世

帯
数
と
保
険
税
の
影
響
額
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
部
長　

軽

減
対
象
枠
拡
大
に
よ
り
、
２

割
軽
減
が
適
用
さ
れ
て
い
る

１
５
２
７
世
帯
の
う
ち
35
世

帯
が
、
新
た
に
５
割
軽
減
の

　

議
案
に
対
し
て
、
深
沢
幸
子
議
員
、
伊
藤
悦
子
議
員
、
金
剛
寺
博
議
員
の
３
名
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。　

　

そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

対
象
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

軽
減
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
か
っ
た
６
８
７
３
世
帯

の
う
ち
70
世
帯
が
、
新
た

に
２
割
軽
減
の
対
象
と
な

る
な
ど
、
国
保
加
入
世
帯

の
約
０
・
83
％
に
当
た
る

１
０
５
世
帯
が
影
響
を
受
け

る
見
通
し
で
、
影
響
額
は

１
９
５
万
６
３
０
０
円
の
減

額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
軽
減
対

象
者
の
割
合
は
国
保
被
保
険

者
数
の
全
体
で
０
・
55
％
増

え
、
46
・
46
％
の
方
が
軽
減

対
象
と
な
る
見
込
み
で
す
。

◆
議
案
第
12
号　

龍
ケ
崎
市

水
洗
便
所
普
及
促
進
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
員　

本
条
例
が
廃
止
に
至

る
経
緯
、
及
び
新
制
度
の
補

助
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

都
市
整
備
部
長　

本
条
例
は

供
用
開
始
後
３
年
以
内
の
改

造
工
事
に
か
か
る
限
度
額

10
万
円
の
補
助
、
及
び
限
度

額
60
万
円
、
返
済
期
間
60
カ

月
以
内
の
条
件
で
市
内
の
金

融
機
関
へ
の
融
資
あ
っ
せ

ん
、
利
子
補
給
の
制
度
な
ど

を
定
め
た
も
の
で
す
が
、
今

般
、
茨
城
県
に
お
い
て
森

林
環
境
湖
沼
税
を
活
用
し
、

霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
を
目
的

に
、
霞
ヶ
浦
流
域
の
下
水
道
、

農
業
集
落
排
水
接
続
支
援
事

業
を
実
施
す
る
市
町
村
に
対

す
る
補
助
を
大
幅
に
拡
充
す

る
新
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
な
ど
、
現
行
制
度
よ
り
新

制
度
が
経
済
的
に
優
位
と
判

断
で
き
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
補
助
制
度
を
創
設
す
る
た

め
、
本
条
例
を
廃
止
す
る
も

の
で
す
。

　

新
た
な
補
助
制
度
は
、
従

来
か
ら
の
供
用
開
始
３
年
以

内
の
改
造
工
事
に
か
か
る
限

度
額
10
万
円
の
補
助
に
加

え
、
供
用
開
始
後
４
年
目

以
降
の
改
造
工
事
に
か
か
る

限
度
額
４
万
円
の
補
助
の
新

設
、
さ
ら
に
18
歳
未
満
の
方
、

ま
た
は
65
歳
以
上
の
方
が
い

る
世
帯
で
、
世
帯
の
市
県
民

税
課
税
対
象
所
得
の
合
計
額

が
３
３
４
万
円
以
下
、
世
帯

年
収
が
お
お
む
ね
６
０
０
万

円
以
下
の
世
帯
に
、
宅
内
配

管
の
改
造
工
事
費
に
対
し
て

限
度
額
31
万
円
の
補
助
制
度

を
新
設
す
る
も
の
で
す
。　

　

こ
れ
に
よ
り
最
大
で
41
万

円
、
供
用
開
始
後
４
年
以
降

で
も
最
大
で
35
万
円
の
補
助

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

新
制
度
の
適
用
は
本
年
４
月

２
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

◆
議
案
第
13
号　

市
有
財
産

の
取
得
に
つ
い
て

議
員　

工
業
団
地
拡
張
事
業

の
予
定
地
で
、
未
買
収
地
の

残
り
の
土
地
の
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

産
業
経
済
部
長　

つ
く
ば
の

里
工
業
団
地
拡
張
事
業
の
事

業
区
域
面
積
は
、
区
域
内
の

道
路
用
地
を
含
め
約
５
・
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。
こ
の
事

業
区
域
内
に
あ
る
民
有
地

は
、
登
記
簿
上
51
筆
、
面
積

４
万
８
５
０
９
平
方
メ
ー
ト

ル
、
所
有
者
は
１
法
人
と
個

人
38
名
で
す
。
こ
の
１
法
人

が
所
有
す
る
土
地
８
筆
、
面

積
１
万
２
０
１
７
平
方
メ
ー

ト
ル
に
つ
い
て
、
用
地
提
供

の
協
力
の
交
渉
を
行
い
ま
し

た
が
、
所
有
者
よ
り
、
自
ら

開
発
を
行
い
、
企
業
を
誘
致

す
る
方
法
で
工
業
団
地
拡
張

事
業
に
協
力
し
た
い
と
の
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
県
に
確
認
を
し

た
と
こ
ろ
、
自
己
活
用
地
と

す
る
先
例
も
あ
る
と
の
回
答

が
あ
っ
た
た
め
、
市
が
取
得

を
せ
ず
に
本
事
業
を
行
う
こ

と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

◆
議
案
第
15
号　

平
成
30
年

度
龍
ケ
崎
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

議
員　

常
磐
線
佐
貫
駅
駅
名

改
称
事
業
に
関
す
る
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
市
長
と
の
懇
談

会
で
の
意
見
の
集
約
結
果
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
公
室
長　

５
月
19
日
、

20
日
に
開
催
し
た
市
民
の
皆

さ
ん
と
市
長
と
の
懇
談
会
に

は
、
延
べ
１
４
７
人
の
方
の

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

費
用
面
な
ど
か
ら
否
定

的
な
ご
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
龍
ケ
崎
市
の
認
知
度

向
上
に
効
果
が
あ
り
、
実
施

し
た
方
が
よ
い
と
の
ご
意
見

や
、
Ｐ
Ｒ
方
策
案
の
ご
提
案

な
ど
、
賛
成
意
見
や
実
施
に

向
け
た
ご
提
案
が
約
７
割
を

占
め
、
お
お
む
ね
賛
成
の
ご

意
見
が
多
か
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
駅

名
改
称
は
早
目
に
実
施
し
て

ほ
し
い
、
道
の
駅
整
備
や
イ

ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、
他
の
事

業
と
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
重
視

し
、
相
乗
効
果
を
図
る
べ
き

な
ど
と
い
っ
た
ご
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
懇
談
会

終
了
後
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
対
し
て
は
25
件
の

回
答
が
あ
り
、
賛
否
の
割
合

や
ご
意
見
に
つ
い
て
は
お
お

む
ね
同
様
の
傾
向
で
し
た
。

▲補助制度の活用を


